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（ドナー）から被援助国へと転換した。一時的にであれ日本人は、緊急支援や福島第一原子力発電所の処理の めに、外国の人々の協力を必要としたのである。そ ばかりか日本は、スーダンを抜き、二〇一一年で最大の援助受け入れ国になる見込み ある。これは、長い間「困った人を助けてあげる側」に身を置いてきた日本人にとって、第二次世界大戦敗戦以来久しぶりの経験であ 。この経験は、今後の日本人の国際社会に対する責任感や 支援してくれ海外の人々に対する同胞意識、ひいては国際協力に対する認識を大きく変える可能性を孕んでいる。ごくごく短期的に言えば東日本大震災は、日本人の意識や人的・物的資源を東北に向け、近年顕著だと言われている 内向性をさらに強めたかも知れない。しかし筆者は、その局面を通り越した
日本人が、震災の前以上に深く国際協力の意義を認め、国際社会のなかの一人のリーダーとしての自覚を高める可能性を感じている。これからの日本 国際協力は 日本人がしばしば大きな困難に直面し、それに対処す ために他国から支援を受ける可能性があるということを強く意識し、 「困った時はお互い様」という、健全な助け合い精神に基づく水平的 協力になるだろ 。このこ は、これまでの援助が基本的に 先進国開発途上国に対する垂直的な協力（南北協力）であったことと対照的である。さらに強く主張したいことは、常に他国を助けるのではなく、時には助けてもらうということが、他国との絆を強めるために、大きな役割を果たすということである。人口が増えず、移民も受け入れず、急成長する周辺国に比して経済の相対規模 縮小している日本が、今後もスマート・ドナーとして、他国との結びつき
深めていくためには、大国意識や先進国意識を捨て、東北人が東日本大震災で示した謙虚さを素直に示すことがより重要になる。本稿では、そう考えるに至った背景説明する。●世界各国からの支援　
東日本大震災と、その一六年前
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から大きく変化したのは、日本の側の支援受入準備であ 。前述の豊田・瀬川論文のまとめに拠れば、阪神淡路大震災直後に スイス、フランス、ロシア、ドイツ、ラエル、シンガポール、アルジェリア、ハンガリー 緊急援助隊の派遣の申し入れがあったのだ
が、日本政府はスイス、フランスの緊急援助隊のみを受け入れることとした。 後にイギリス、 スウェーデンからの救 チームも受け入れたが、 関連省庁の許可の関係からこれら二チームは本来の役割を果たせなかったという。救 犬についても、ほとんど 申し入れに対して農林水産省が、検疫を理由に受入を認めず スイスの救助犬のみが入国を認めら た。　
これに対して今回の東日本大震






















本大震災という災害 直面し、一時的にであれ被援助国になった。同様に、先進国が大災害を被り、他の先進国から援助を受けるという現象は、東日本大震災が初めてではない。 例えば二〇一一年二月、ニュージーランドのクライストチャーチでの地震に際しては、国際協力機構（ＪＩＣＡ）も国際緊急援助隊救助 ームを派遣した。東日本大震災でも、アメリカ際開発庁（ＵＳＡＩＤ）が緊急物資を日本に提供した。　
ＪＩＣＡやＵＳＡＩＤは基本的
に、開発途上国への支援を行う機関である。ＪＩＣＡの場合は、一九八二年に日本政府が国 緊急医療チームを発足させた際 、担当室を立ち上げてチームに加わりそれ以来、主に開 途上国での災害に対して緊急支援活動を行ってきた。一九八七年には、国際緊急援助隊の派遣が法制化され 一九九二年には、自衛隊の参加が認められた。これにより現在国際緊急援助隊は、救助チーム、医療チー














争からの復興を期する北朝鮮に援助を行ったのを皮切りに、当時のアジア社会主義国やアフリカ諸国への支援 増やした （小林誉明 「中国の援助政策」 『開発金融研究所報』第三五号、 二〇〇七年一〇月、を参照） 。これによって一九七年に国連加盟を果たした。 そ 後、一九八〇〜九〇年代は 助の純受け入れ国となるが、一九九〇年代後半からは、援助 としての制度枠組みを確立していった その結果として現在は、多くの開発途上国に主要ドナーと見なされるに至っている。　
もうひとつの大国インドも、ア
フリカ諸 への援助を本格化させている。今年五月にシン首相がアフリカ諸国を訪問し、アフリカ・インド・サミットを開催した。その際シン首相は、向こう三年間にわたって、特にインドと貿易関係の深いアフリカ諸国に対して、五〇億ドル 低利融資を行うこ 、そして教育や鉄道整備、平和構築を目的にして、一〇億 ルの贈与を行うことを表明した。　
さらには中東の産油国やマレー





思いを込めており、それは日本国益であったり、 人道 あったり、相手国との信頼関係の深化たりする。なかでも、 「困った時にはお互い様」という素朴な心情は、かな の範囲の人々の間で、国際協力支持 基底に る のと思われる。しかしながら先進国と開発途上国の間では長い間、国際協力は「お互い様」ではなかった。先進国が一方的に開発途上国に援助を与えるのであって （一部、国連での投票による見返り等を除いて）先進国が に助けられるような機会は、予測可能な近未来には訪れないと捉えらきた。　
このような認識は開発途上国の
人々にも共有され、彼ら 持つ無力感の一部となっている。筆者は同僚の村山真弓氏と二〇〇三年に、バングラデシュのある大学の研究所の研究員らと共同研究を行った際 ひとつの印象的な体験




なかにもいろいろな人がいます。一部の人が、日本 ＯＤＡは、回り回って日本のためになるように用いられるべきだと考えているとは確かです。ＯＤＡによっ 、バングラデシュが に恩義を感じるようになり、 国連であるとか、地域安全保障・地域協力を議論するような国際政治の舞台で、日本の味方になってくれるの はないか、とそういう人たちは期待しいます。その一方で、 より素朴に、ＯＤＡは助け合いの一環だと考えている日本人もたくさんいます。今はバングラデシュが困難を抱え
ているから協力しますけれども、逆にいつ 日本が困った時にはバングラデシュが助けてくれればいい。だからお互い様でしょ。 」　
すると彼は驚いてこう言った。












いうこ 気詰まりなものである。援助を受けることが、自分の無力さを暴露しているように感じられるからである。援助を与え続ける人と、 受け続ける人の関係は、それ以外の何 で補いが付けられるのでなけ ば 対等ではあり得ない。援助を受けている側は、表面上援助に感謝しつつも、抱く感情は卑下や嫉妬であって 共感はない。相互に協力し合う対等の立場になって初めて共感が生まれるので だろうか。一般の人間関係でも、世話好きだが人の好意を無にする人は 「かわいくない」
と思われのが常である。　
対照的に、他人の力になる、と




わたる援助に対 、開発途上国からの明示的な感謝を求めてきた。その方法は、日本の「顔」を見せるというアプローチで、日本の援助で与えた物資や 建てた構造物に、日本のマークを付けるものである。言うなれば、感謝を要求すること よって感謝を得ようとしたので これをイソッ 寓話になぞらえて、北風アプローチと呼ぼう。　
しかし筆者は、震災直後の今年
四月にバングラデシュを訪問した際、これと好一対 太陽アプローチを見いだした。バングラデシュで出会った人々 、バングラデシュの人々の東日本大震災に対する支援について御礼を述べた時、例外なく彼らから 「それは当然だ。なぜなら日本はこれまでたくさん援助してくれた はないか」と感
謝された。押しつけがましく感謝を要求したり、これ見よがしに日本のマークを物資につけたりすることは、 「そもそも日本はアジアを軍事的・経済的に支配 てきた」とか「結局日本の援助は日本企業のためになされている」といったような相手の反発を招きかねない。むしろ、感謝することで感謝されるという、言うな ば「へりくだりアプローチ」 方が、相手を立てる、手柄を譲る、といったことを重視してきた日本人気質に合致しているのではないだろ か。●南北対等な国際協力へ　
これまでの国際協力は、植民地
関係や戦争責任といった歴史に影響され、北の先進国から南の開発途上国に対してなされてきた。そんななかでいくつかの途上国は被援助国から卒業し、途上国が途上国を支援する南南協力が増加しいる。またＯＥＣＤ加盟国以外の援助国の 拡大が著しい。これに加えて、特に緊急支援の分野では、先進国が他の先進国を支援する北北協力も見られるようになった。さら 東日本大震災では、の途上国が の日本を支 する北南協力が注目されている。これによって国際協力 タテヨコ様々な方向からなされる傾向が強まっている。　
このような、より水平的な助け
合いは、国際協力の将来の姿でもある。開発途上国が徐々に先進国にキャッチアップしていき、 中国、インドも大国化している。そのなかで、人口が増えず、移民も受け入れない日本の、世界経済に対する影響力は 世界第二位の経済大国であることを誇った時代と比べれば、縮小して くで ろう。これは開発途上国が経済発展や貧困削減を達成したことによるも であり、こ まで日本が国際協力によって目指してきたこと 実現された結果である。その意味で喜ばしいことである。　
開発途上国が発展を遂げて、経
済的に日本と肩を並べ 時が来としたら、その時国際協力 消滅するのだろうか。そう はない、ということを東 大震災 示したのであ 。先進国といえども他者の支援を必要 する時がある。その際、先進国だから自分で何かしろ、と考えるのではなく、「困った時にはお互い様」という素朴な精神で、上下関係 はなく隣人関係と て 助けたり助けられたりする。東日本大震災は、国際協力がその将来の姿である水平関係へと変容 、ひとつ 大きな転機となったのではないかえる。（やまがた
　
たつふみ／アジア経済
研究所
　
開発研究センター）
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